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期開始の 3月からレベルテスト実施月の 10月までで 50時間になることを設定している．）











語初級4， 新日本語の基礎5， 日本語初歩6， JAPANESE FOR YOUNG PEOPLE 17， に


































受験者には得点と到達レベルが知らされる．レベルは 100点を 20点ごとに分け，Aから Eの
5レベルのどれに該当したかが通知される．Aは素点 100点から 80点で初級日本語（5級―約 100
時間，6級―約 50時間）の文法，語彙を十分習得し簡単な会話や短い文章がよく理解できるレベ
ルである．Bは素点 79点から 60点で初級日本語（5級―約 100時間，6級―約 50時間）の文法，
語彙をほぼ習得し簡単な会話や短い文章がほぼ理解できるレベルである．Cは素点 59点から 40
点で初級日本語（5級―約 100時間，6級―約 50時間）の文法，語彙をいくつか習得しごく短い会










級 試験の種類 時間 配 点 問 題 数
5級
筆記試験（文字・語彙） 25分 26点（文字 15・語彙 11） 26問（文字 15・語彙 11）
聴解試験 27分 24点 12問
筆記試験（文法・読解） 40分 50点（文法 38・読解 12） 26問（文法 20・読解 6）
計 92分 100点 64問
6級
筆記試験（文字・語彙） 20分 30点（文字 15・語彙 15） 25問（文字 15・語彙 10）
聴解試験 20分 20点 10問
筆記試験（文法・読解） 35分 50点（文法 40・読解 10） 24問（文法 20・読解 4）

















































































例 5級文字 問題 二月八日です． （1．ようか 2．よっか 3．はちび 4．はちか）
5級文字 問題 わたしは がくせいです． （1．先生 2．生先 3．学先 4．学生）
5級語彙 と かいものを しました．




例 5級聴解 問題 （問題省略）
女の人が駅で切符を買っています．全部でいくらですか．
女：大人一枚，子供一枚ください．
男：はい，大人が一人 6ペソ，子供が 5ペソですから，全部で 11ペソです．
（1．16ぺソです 2．5ペソです 3．6ペソです 4．11ペソです）
4-3．文法・読解テスト
単文や読解問題は，南米の学習者のために固有名詞は南米に親しみのあるものを用い，読解問




例 5級文法 問題 バス（ ）のります． （1．に 2．が 3．と 4．で）
5級文法 問題 このじしょを も いいですか．
（1．つかいて 2．つかて 3．つかって 4．つかんて）
5級文法 問題 A：にちようび なにを しましたか．
B： ．
1．なにも しませんでした 2．なにを しました
3．はい，そうじを しません 4．いいえ，なにも しませんでした
5級読解 問題 （問題省略）
ルイスさんは げつようびに えいごのテストが あります．
きょうは うちで べんきょうします．
テストがおわってから ともだちと えいがを みます．
1．ルイスさんは きょう うちに います．
2．ルイスさんは げつようび うちに います．
3．ルイスさんは テストのまえに えいがを みます．
4．ルイスさんは きょう えいがを みます．




5-1．作 成 会 議
 2005年度ときめき日本語レベルテスト作成は 2005年 1月の出題基準見直しを皮きりに 2
月より本格的に開始された．完成までの打ち合わせ会議は以下のように行われた．
2月 第 2週 問題収集開始 出題基準変更確認
第 4週 作成担当振り分け（3名）
3月 第 4週 各自担当部分完成
4月 第 1週～第 4週 問題すり合せ訂正箇所決定





















































5級 6級 合計 5級 6級 合計 5級 6級 合計
応募者数 162 225 387 173 237 410 176 267 443
受験者数 156 200 356 159 229 388 166 246 412
表 4 2005年度年齢別受験者数（人）
12歳以下 13～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50歳以上 合計
5級 20 12.05％ 65 39.16％ 59 35.54％ 14 8.43％ 5 3.01％ 3 1.81％ 166 100%
6級 17 6.91％ 99 40.24％ 94 38.21％ 24 9.76％ 7 2.85％ 5 2.03％ 246 100%
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7．2005年度 ときめき日本語レベルテスト結果と分析
7-1．試 験 結 果
2005年度テストのそれぞれの結果は表 5，表 6，図 2，図 3の通りである．5級，6級とも文字
表 5 5級基本統計量
文 字 語 彙 聴 解 文 法 読 解 総 合
配 点 15 11 24 38 12 100
平 均 点 13.08 8.30 19.34 26.88 8.86 76.44
平均得点率 87.2％ 75.4％ 80.6％ 70.7％ 73.8％ 76.44％
標 準 偏 差 2.49 2.58 3.83 7.72 3.05 16.46
最 高 値 15 11 24 38 12 100




文 字 語 彙 聴 解 文 法 読 解 総 合
配 点 15 15 20 40 10 100
平 均 点 13.11 11.79 17.21 33.33 7.67 83.01
平均得点率 87.4％ 78.6％ 86.1％ 83.3％ 76.7％ 83.1％
標 準 偏 差 2.03 3.36 3.11 6.99 2.26 14.58
最 高 値 15 15 20 40 10 100
最 低 値 1 0 0 8 0 27.5
図 2 5級総合点のヒストグラム 図 3 6級総合点のヒストグラム
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の得点率が最も高く，次に聴解が続いている．2004年度の文字・聴解得点と比較すると（5級―





A＋レベル B）は，5級で 83.7％，6級で 91.6％となっている．
7-3．信頼性（α係数）および類間の相関
表 8，表 9は 2005年度 ときめき日本語レベルテスト結果のα係数による信頼性（括弧で
表された数値）及びテスト類間の相関である．5級では信頼性は文法では 0.8以上であったが，
その他 4類は 0.8以下でその中でも聴解はもっとも低かった．一方，類間の相関については，文
字とその他の 4類の相関は中程度となっている．文字の得点率 87.2％（表 5参照）が特に高いこ
表 7 5級と 6級のレベル別人数との認定率
5 級 6 級
人 数 認 定 率 人 数 認 定 率
レベル A（総得点 100～80） 77人 46.4％ 168人 68.3％
レベル B（総得点 79～60） 62人 37.3％ 57人 23.3％
レベル C（総得点 59～40） 22人 13.3％ 16人 6.5％
レベル D（総得点 39～20） 5人 3.0％ 5人 2.0％
レベル E（総得点 19～0） 0人 0.0％ 0人 0.0％
計 166人 100.0％ 246人 100.0％
表 8 2005年度 5級の信頼性および類間の相関
文字 語彙 聴解 文法 読解 総点
文字 （0.794） 0.561 0.483 0.467 0.532 0.669
語彙 0.561 （0.766） 0.576 0.734 0.608 0.832
聴解 0.483 0.576 （0.624） 0.665 0.569 0.813
文法 0.467 0.734 0.665 （0.803） 0.631 0.926
読解 0.532 0.608 0.569 0.631 （0.745） 0.789




















率 90％以上のものが多数ある．それは 6級テストが 50時間程度の日本語学習者を対象とし，学
習の到達度を見るという性格が強いからである．5級テストは 100時間程度の日本語学習者を対
象としているが，やはりその地点までの学習到達度を見ることを重点としつつ， 日本語能力試
表 9 2005年度 6級の信頼性および類間の相関
文字 語彙 聴解 文法 読解 総点
文字 （0.708） 0.565 0.395 0.624 0.409 0.716
語彙 0.565 （0.751） 0.503 0.742 0.560 0.859
聴解 0.395 0.503 （0.603） 0.490 0.365 0.813
文法 0.624 0.742 0.665 （0.829） 0.606 0.936
読解 0.409 0.560 0.569 0.606 （0.353） 0.709
総点 0.716 0.859 0.813 0.936 0.709 （0.904）
（ ）内はα係数 N＝246






















を，と，や）の中から選ぶ問題（正答率 84％ 弁別指数 0.18），きょうはシャワーをあびない
でください の動詞の活用形を選択肢（あぶない，あびない，あばない，あびるない）の中から
選ぶ問題（正答率 61％ 弁別指数 0.16）などである．このような場合，テスト作成側は現場の
状況を確認把握した上でその項目が難しすぎるのかどうかを判断する必要がある．
6級では語彙以外に正答率 90％以上，弁別指数 0.25以下の項目が複数ある．聴解テストに関
表 10 正答率と弁別指数 一定基準外の設問個数
5 級 6 級
A B 全問題数 A B 全問題数
文字 6 3 15 9 1 15
語彙 1 0 11 0 0 10
聴解 5 0 12 4 1 10
文法 0 4 20 4 2 20
読解 0 0 6 1 0 4
合計 12 7 64 18 4 59
A 正答率 90％以上かつ弁別指数 0.25以下の項目数
B 正答率 89％以下で，弁別指数 0.25以下の項目数
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現在のレベル分けは 100点を 20点ごとに区切り 5段階（A～E）としている．しかしながらこ
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